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武蔵野市教育委員会では、社会情勢の変化や地方教育行政法をはじめとする教育関連法の改正、第２期

教育振興基本計画等の趣旨を踏まえながら、本市における教育の現状と課題を整理するとともに、目指す方

向性を明らかにするため、「第二期武蔵野市学校教育計画」を策定しました。

緑が豊かで、多様な文化的環境が整っているこの武蔵野市で育つ子どもたちは、これからの社

会を支えていく大切な存在です。そして、本市が大切にしてきたコミュニティを支える一員でも

あります。

そのため、一人一人の子どもたちには、自己の能力を最大限に生かすとともに、知性や感性を

より一層磨き、自分の意見や意思をもって考え、自ら判断し、自ら行動する主体的な力が必要と

なります。そして、このような力は、生涯学び続ける力の源にもなります。

本市では、このような子どもたちを育成するために、今までも大切にしてきた知・徳・体のバ

ランスの取れた教育やセカンドスクールをはじめとする特色ある教育を一層推進するともに、社

会の変化に対応したコミュニケーション能力や情報活用能力の育成の充実を図り、保護者や地域

と連携して、活気ある教育活動を展開していきます。

子どもたちは、様々な可能性を秘めており、一人一人が輝くものを

もっています。今後、子どもたちが、さらに知性や感性を磨き、自

ら未来を切り拓いていく力を培っていけるよう、この基本理念に

基づいて武蔵野の教育の充実を図っていきます。

この計画では、基本理念に基づく施策を着実に推進していくため、

Ⅰ 「生きる力」を育む教育

Ⅱ 学びの質を高める教育環境

Ⅲ 学校と地域が協働した教育

を施策体系の３つの柱とし、右図のように「Ⅰ 『生きる力』を育

む教育」を２つの「Ⅱ 学びの質を高める教育環境」と「Ⅲ 学校と地

域が協働した教育」が支えるものと考えます。この３つを柱として、８つの

「施策の方向性」及び２８の「施策」を掲げ、その実現に向けた取組を推進します。

学校施設整備基本方針の着実な実施
「学校施設整備基本方針」に基づいて、老朽化した学校

施設の更新については、新たな教育課題に対応する学校へ

の改修、改築を計画的に進め、安全で快適な教育環境を実

現していきます。また、子どもの食育や健やかな成長のため

に望ましい給食施設のあり方についても検討を進めます。

重点 11
開かれた学校づくり協議会

及び代表者会の評価と充実
地域に根ざした学校として、地域の声を広く学校教育に反

映するため、「開かれた学校づくり協議会」や「開かれた学校

づくり協議会代表者会」について、再度、評価を行い、よりよ

いあり方について検討していきます。

重点 12

学校全体としての専門性を確保するために、特別支援教

育を支援する専門家スタッフ及び個別支援を中心としたサポ

ートスタッフ等の派遣と活用の充実を図ります。また、相談・

支援の充実を図るため派遣相談員やスクールカウンセラーと

の連携を推進します。

重点５

外国語活動・英語教育の充実
外国語活動や英語の学習の授業改善をより一層進めると

ともに ＡＬＴの配置や地域の留学生などの教育資源を活用

した授業の実施などを通して 国際社会で主体的に活躍でき

る人材の育成を目指します また 外部検定試験の奨励や小

学校４年生以下の英語活動についても検討していきます。

重点９

各教科等のねらいを実現させるための

言語活動の充実
記録、要約、説明、論述などの言語活動を指導計画に位

置付け、各教科等のねらいを実現する手立てとして、子ども

たちの言語能力を高めるよう工夫します。また、校内の言語

環境を整備し、豊かな言語感覚の育成を図ります。

重点２

運動習慣の定着と体力向上の取組
全校、全学年で体力調査を実施し、その結果を生かして、

子どもたちの体力向上の取組を検討するとともに、体育の授

業や学校行事、クラブ活動、部活動を含めた運動習慣の定着

と体力づくりのための取組を支援します。また、体育専門の学

習指導員の配置についても検討していきます。

重点４

都立特別支援学校のセンター的機能を活用し、市内の幼

稚園、保育所、小・中学校からの要請に基づく巡回相談、研

修会への講師派遣等、その活用の拡充と充実を図ります。ま

た、副籍制度の更なる充実・推進を図ります。

重点６

教育センター構想の推進
「研修」、「相談・支援」、「調査・研究」、「教育情報収集・発

信」、「ネットワーク構築・コーディネイト」の５つの機能を、学

校施設の改築等の機会に併せて、現在の教育推進室を発

展させ、教育支援センターなどの事業との統合による教育セ

ンターの実現を図ります。

重点 10

個に応じた指導の充実

（習熟度別・少人数指導等）
子どもたち一人一人に個に応じたきめ細かな指導を行うた

めに、思考力等を一層高めるための発展的な学習内容の充

実や、学習のつまずきのある子どもたちへの支援の充実を

図ります。

重点１

個別支援教室や

特別支援学級の適切な配置
子どもたちの実態に応じた特別支援学級のあり方につい

て、多様化する教育的ニーズに対応できるよう検討します。

また、個別支援教室が未設置の小学校については、その開

設に向けて推進します。

重点７

セカンドスクールの充実
子どもたちの成長の糧となり、生きる力を育む活

動の場となる、長期宿泊体験活動としてのセカンドス

クールは、全小・中学校実施から２０年を経過しまし

た。この機会に今までの取組について見直し、さらに子どもた

ちにとってよりよい活動になるように検討していきます。

重点３
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知性・感性を磨き

自ら未来を切り拓く

武蔵野の教育

《 基 本 理 念 》

学習意欲の向上や分かる授業を目指して、積極的にＩＣＴ

機器を活用するとともに、子どもたち自身が ICT 機器を活用

して、情報を選択したり活用したりする能力等を育成します。

そのために、ＩＣＴ機器等を計画的に整備していきます。

重点８

本市独自の特別支援教室は、平成 27 年度
から「個別支援教室」と名称変更しました。
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第二期 武蔵野市学校教育計画 施策の体系図

【３】

健やかな体を育む教育を

推進します。

【４】

子どもたち一人一人の

教育的ニーズに応える

特別支援教育を推進します。

【５】

社会の変化に対応し、

教育課題の解決に向けた

取組の充実を図ります。

基本理念 ３つの柱 施策の方向性 施策

基礎的・基本的な知識・技能の習得、

思考力・判断力・表現力等を育む指導の充実
１

地域の学校支援体制の充実

言語活動の充実２

理数教育の充実３

読書活動の充実４

道徳教育の充実５

自然体験活動・長期宿泊体験の充実６

文化・芸術活動の充実７

生活指導の充実８

体力向上・健康づくりの取組の充実

教育相談の充実９

食育の充実

特別支援教育を充実させるための

教職員の専門性の向上

早期からの一貫した相談・支援の充実

子どもたちの能力・可能性を伸長するための

新たな連携体制の構築

ＩＣＴ機器を活用した教育の推進

国際理解教育・英語教育の充実

安全教育・安全管理の充実

市民性を高める教育の推進

開かれた学校づくりの充実

ＩＣＴ環境の整備

教育施設の整備

教育センター機能の充実

学校評価を生かした経営改善

学校運営組織の活性化

今日的な教育課題への対応

【８】

学校と地域が一体となり

取り組む教育を推進します。

【２】

豊かな心や感性を育む

教育を推進します。
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主要事業・取組

【重点 1】個に応じた指導の充実（習熟度別・少人数指導等）、学習指導員の配置、学習支援教室の活用、

国・都の学力調査結果の活用、家庭と連携した学習習慣の確立

【重点 2】各教科等のねらいを実現させるための言語活動の充実、プレゼンテーション能力・クリティカルシンキングの育成、子ども文芸賞との連携

小学校への理科指導員の配置、理科教育推進教員の活用、市内大学・企業との連携、

サイエンスフェスタ・土曜学校（サイエンスクラブ、ピタゴラスクラブ）との連携

図書館等市内施設の活用、朝読書・読書週間等工夫した読書活動、学校図書館サポーターの配置、読書の動機付け指導との連携

道徳教育の全体計画・年間指導計画の活用、道徳の授業公開と地域懇談会の実施、道徳の授業の工夫・改善

【重点 3】セカンドスクールの充実、学校ビオトープ・学校農園等を活用した授業

演劇鑑賞教室、オーケストラ鑑賞教室、ジョイントコンサート(合唱・吹奏楽)の実施

人権尊重の精神の涵養、いじめの未然防止・早期対応、情報モラル教育、家庭と連携した生活習慣の確立

教育支援センターでの教育相談、派遣相談員、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの活用、

チャレンジルーム、不登校の子どもたちへの対応

【重点 4】運動習慣の定着と体力向上の取組、市内中学校総合体育大会、中学生「東京駅伝」大会、運動部活動等の取組、都の体力調査結果の活用、

学校保健委員会と連携した健康の保持・増進、オリンピック・パラリンピックの開催を契機とした教育活動

食育に関するモデル校の指定、食育リーダーの活用、食育全体計画の作成と活用 ,給食・食育振興財団との連携

校内における特別支援教育推進のための体制の強化、【重点 5】特別支援教育の充実に向けた専門性向上の取組、

特別支援学級の指導・支援の充実と通常の学級への支援体制の検討と実施、

個別支援教室の指導・支援の充実と在籍学級との校内連携の推進、管理職のリーダーシップの発揮と教職員の専門性の向上

教育支援センターの相談・支援機能の充実、「就学前の相談」と「就学後の相談」体制の充実、関係機関の連携による子ども・子育て支援の充実

【重点 6】都立特別支援学校のセンター的機能を生かした連携の充実、大学・民間との提携・協力体制の充実、

医療・福祉・心理などの専門職の活用、特別支援教育推進のための体制づくり

特別な教育的支援を必要とするこどもたちに対する就学前機関と各学校間の連携強化、

【重点 7】個別支援教室や特別支援学級の適切な配置

【重点 8】学習活動でのＩＣＴ機器の積極的な活用、ＩＣＴに関するモデル校の設置、活用への人的支援、

情報セキュリティの確立、ICT 機器活用・コンピュータ研修の実施

日本や外国の文化に触れる活動、【重点 9】外国語活動・英語教育の充実、教員の指導力向上、ALT の配置、

小学校 4 年生以下の英語活動の検討、外部検定試験の奨励

セーフティ教室 安全マップ 交通安全教室等の取組 むさしの学校緊急メールの活用 保護者・地域・関係機関との連携の強化 地域と連携した防災訓練

の充実 教職員 児童生徒対象の救命講習等の実施 通学路への防犯カメラの設置 食物アレルギー等への対応

「武蔵野市のいま・むかし」の計画的な活用、租税教育等の推進、武蔵野ふるさと歴史館との連携、地域行事・ボランティア活動等への参画

環境教育の推進、キャリア教育の推進、９年間を見通した小中連携の推進、小中一貫教育の検討、

小学校と就学前教育との連携、平和への意識を高める教育の推進 など

管理職研修の充実、ミドルマネジメントの活性化、学校裁量予算を生かした学校運営の工夫

学校評価（自己評価・学校関係者評価）に基づいた学校経営の改善・充実

教員研修（年次研修、職層研修、専門研修、授業力向上研修、ＯＪＴ等）の実施、教育アドバイザーの活用、

研究指定校制度、学校運営の中核となる教員の育成

教育推進室の充実、

【重点 10】教育センター構想の推進（研修機能、相談・支援機能、調査・研究機能、教育情報収集・発信機能、ネットワーク構築・コーディネイト機能）

【重点 11】学校施設整備基本方針の着実な実施、学校施設の改修（学校の耐震化、防災機能強化、長寿命化等）及び改築（特色ある学校づくり）、

学校給食施設のあり方の検討

【重点 8】ICT 機器の整備、小・中学校の校内ＬＡＮの整備・活用、学校情報システムの活用、学校図書館システムの活用

学校ホームページや学校だより等による積極的な情報発信、学校公開、【重点 12】開かれた学校づくり協議会及び代表者会の評価と充実

学校支援ネットワーク体制の構築、地域コーディネーターの配置、地域人材による支援、大学・企業等との連携

【１】

知性を磨き、個性を

伸ばす教育を推進します。

【７】

学びの質を支える教育施設・

設備・機能の充実を図ります。

【６】

学びの質を保証する

学校体制の充実を図ります。

Ⅲ

学校と地域が

協働した

教育

Ⅱ
学びの質を

高める

教育環境

Ⅰ
「生きる力」を

育む教育


